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町民;鋭の 1綴分です

税金はさ?められたま羽織内に総

めるようお緩いします

納税のe丹

欲
北
側
鞘
へ
の
あ
り
ぬ
け
る
通
路

も
設
後
宮
れ
る
と
と
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
本
附
は
務
々

k
十
万
都
世
間
建
設
を
目
標
に
そ

の悶
A
H
掛
か
号
を
q
く
っ
て
お
ち

ま
す
が
、
路
拡
録
後
の
設
相
拍
子
府
吋

を
葱
濯
す
る
と
き
‘
そ
れ
は
孫

々
と
進
め
ら
れ
て
お

9
ま
す
。
た
ち
の
相
像
以
上
申
も
出
り
が
あ

常
蹴
制
緩
が
複
々
線
に
な
h

ツ
ま
ろ
う
か
k
息
わ
れ
ま
す
。

す
と
、
鉄
遂
と
送
路
の
平
副
削
交
な
以
、
線
数
工
事
も
す
で
に

差
〈
議
拘
間
協
議
〉
は
余
簡
約
に
自
国
並
若
手
寄
れ
℃
お
き
ま
す
が
、
今

止
に
な
号
、
す
べ
て
党
体
安
懇
談
ま
す
ま
す
絞
殺
の
潔
撚
等
で

と

な

事

ま

す

。

市

阜

の

出

入

容

が

多

く

な

ろ

う

か

渓
止
さ
れ
る
踏
切
及
び
窓
体
と
患
い
ま
す
阜
で
、
沿
線
絞
災

受
精
端
さ
れ
る
館
一
般
は
酎
綿
密
の
と
の
ふ
点
は
十
分
注
怠
し
て
く
だ
さ

お
9
で

十

。

ぃ

。

な
お
、
後
一
支
級
品
叫
に
仲
げ
い
我
ま
た
小
事
な
予
品
約
さ
ん
の
い

孫
子
獄
舎
も
致
時
期
呑
れ
新
級
品
官
る
家
庭
で
は
、
ザ
ム
務
総
出
口
に
立

は
時
代
に
開
岬
応
し
た
近
代
的
な
も
入
ら
な
い
よ
う
掛
紛
議
し
て
く

際
会
に
新
掠
祝
さ
れ
る
と
関
陣
吋
に
だ
さ
い
Q

子
支
目
提
コ
ミ
こ
費
J
-
託
公
L

AT----
百
時
ふ

f川
崎
山
内
料

E
P
B
t
冶
立
工
大
兵
コ
庄
一

心
配
事
は
ぜ
ひ
相
談
会
}

投
獄
予
防
の
行
致
相
相
談
議
務
総
制
持
さ
れ
て
帰
っ
て
お
事
ま
ず

に
滋
た
ら
れ
て
い
る
。
渡
辺
先
め
で
お
側
り
の
方
は
遠
慮
な
く

生
の
校
綴
淡

γに
伴
い
引
絞
い
申
し
込
ん
マ
く
だ
さ
い
。
秘
徳

て
開
局
に
不
葬
祭
行
政
総
然
泌
に
は
厳
守
い
た
し
ま
?
。

お
い
て
決
ま
哲
ま
し
た
。
波
書
な
お
相
相
談
浴
性
闘
は
絡
月
一

ん
も
ど
家
知
母
こ
と
と
緩
い
ま
凶
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
が
隠

す
が
行
殺
初
相
談
で
は
次
の
綴
な
降
、
均
時
間
は
広
報
「
あ
び
こ
L

と
主
役
あ
ウ
か
っ
て
い
ま
す
ν

に
総
裁
し
ま
す
が
鷹
接
先
生
を

許
可
、
総
得
、
滋
総
‘
年
金
た
ず
ね
て
も
終
機
で
す
各

税
金
、
保
険
、
念
総
係
線
、
滋
今
月
は
次
の
と
お
h

ツ
ゼ
ナ
。

淡
衛
生
、
長
総
土
地
改
良
、

R
時
六
月
二
十
雀
七
時

滋
帥
開
.
w門
滋
‘
教
育
、
労
品
W

午
第
十
品
吋
I
午
品
川

交
通
-

A
向
騨
時
総
定
・
公
害
、
期
間
一
一
…
臨
吋

鉄
、
電
設
附
耕
地
料
削
‘

ww由
邦
公
庫
務
部
出
品
叩
炎
公
民
館

公
開
凶
、
な
ど
そ
の
ほ
か
心
絞
ご
当
日
tM
棋
辺
公
然

mw聞
の
予
定

と
な
ど
も
受
け
て
お
き
ま
す
。
で
す
レ

品
取
授
は
交
通
湾
問
題
、
未
泌
間
一
行
後
抑
制
談
負

開
臨
駒
郡
機
関
脳
陣
等
で
絡
ん
で
と
渡
辺
震
弁
議
士

ら
れ
る
人
が
多
く
先
生
一
に
法
律
銭
綴

的
に
椙
間
帯
噌
さ
れ
u
人
災
沙
L
解

決

我

孫

子

約

簿

一

1
5
1一一八

治
線
九
カ
所
を
立
体
交
差

i側線複々〉
線化工事〉

踏

切

瀧

を

全

面

廃

止

設
孫
子
酢
刊
は
嘗
却
柳
川
東
家
ま
で
す
。

ζ

れ
に
対
処
す
る
た
め
沿

わ
ず
か
一
時
制
問
で
、
し
か
も
風
綴
の
紙
一
戸
一
議
、
流
山
市
、
品
開
也
市

品
棋
に
滋
ん
マ
い
る
た
め
接
好
の
我
雄
知
子
狩
の
欄
間
市
町
で
「
鴬
般
信

住
宅
地
と
し
て
、
滋
北
治
区
に
抽
融
緩
々
線
化
似
滋
州
知
成
線
開
高
」

建
設
中
の
宮
本
総
'
滋
公
開
山
に
ょ
を
結
成
し
、
関
お
よ
び
榊
開
鉄
当

る
同
州
地
造
成
に
も
み
ら
れ
る
州
知
関
却
に
際
情
を
行
な
っ
て
ま
い
り

く
、
鈴
代
わ
発
展
と
要
援
に
と
ま
し
た
。

も
な
q
究
官
企
京
都
の
ベ
ヲ
ト
附
悶
品
開
潟
消
却
も
ゆ
え
一
一
次
長
期
計

タ
ワ

γ
化
し
ゆ
っ
あ

9
ま
す
。
}
図
的
…
緩
と
し
て
主
り
あ
げ
綾

と
れ
に
伴
い
本
蜘
吋
の
鉄
滋
輸
出
問

I
取
手
間
関
mw
淡
々
線
ル
加
を
計

送
議
妥
は
品
開
拙
哨
昭
一
途
h
k
な
ど
図
、
当
蕗
設
孫
子
ま
明
、
の
後
々

っ
て
お
り
、
鉄
道
後
送
も
す
で
線
化
安
間
隔
由
朝
間
十
六
年
三
月
絡

に
綴
阪
に
近
い
哀
悼
仏
で
あ
り
ま
銭
安
治
樹
慨
に
す
で
に
ヱ
事
も
餐

" 
胸

" 
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州
W一

B
i
z
-

一
た
火
災
を
い
ち
早
く
発
見
、
出

一
勤
し
て
そ
の
損
害
を
で
き
る
だ

行
け
軽
減
す
る
よ
う
絶
え
ず
望
桜

発
勤
務
者
が
監
視
を
続
け
て
居
り

伺
ま
す
が
、
最
近
ど
み
焼
き
・
枯

別
草
燐
き
等
を
無
印
刷
で
行
な
う
入

品
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
そ
白
判

紺
断
に
迷
う
場
合
が
非
常
に
多
く

和
な
っ
て
い
ま
す
。

サ
こ
の
よ
う
な
行
為
を
し
よ
う

一

k
す
る
時
は
予
め
届
け
山
山
を
す

一
る
よ
う
町
の
火
災
予
防
条
例
に

一
規
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

一
次
に
掲
げ
る
場
合
は
必
ら
ず
消

一
防
岩
へ
届
け
出
る
よ
う
お
願
い

一
い
た
し
ま
す
。

一
①
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煩

こ
ま
た
は
火
炎
を
発
す
る
お
そ

4

れ

の

あ

る

行

為

1
@
煙
火
(
が
ん
共
用
花
火
を

あ
除
く
〉
打
上
げ
ま
た
は
仕
掛

け

報
@
劇
場
以
外
の
建
築
物
そ
の

他
の
ヱ
作
物
に
お
け
る
劇
場

広
陵
商
そ
の
他
の
催
物
の
開
催

)
 

可認物使郵種↓一一第/也、

早
期
発
見
少
な
い
損
害

消
防
署
へ

銀
生
思
想
の
普
及
向
上
、
と

く
に
夏
季
に
お
け
る
保
縫
衛
生

の
徹
底
を
期
す
る
と
主
も
に
、

夏
季
に
多
発
す
る
疾
患
に
対
す

る
国
民
の
注
意
を
喚
起
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
伝
染
性
疾
患
の

予
防
.
食
品
衛
生
の
向
上
お
よ

び
滋
境
衛
生
の
改
善
を
は
か
り

国
民
の
健
成
を
維
持
し
増
進
し

よ
う
と
す
る
こ
と
が
こ
の
運
訪

の
H
H
的
で
す
。

こ
の
運
動
は
、
次
の
よ
う
な

事
項
を
目
標
と
し
て
実
施
し

ま
す
。

一
、
夏
季
の
高
温
多
似
の
環
境

か
ら
身
を
守
り
、
さ
ら
に
積

倒
的
に
身
体
を
鍛
練
す
る
方

策
を
普
及
す
る
と
と
も
に
、

の
届
出
の
励
行
を

@
消
防
隊
の
通
行
そ
の
他
消

火
活
動
に
支
障
を
及
ぼ
す
お

そ
れ
の
あ
る
道
路
工
事

こ
の
他
条
例
で
は
防
火
対
象

物
使
用
問
婦
、
炉
、
か
ま
ど
、

ボ
イ
ラ
ー
、
乾
燥
設
備
、
発
電

変
電
、
蓄
電
池
、
ネ
オ

y
悼日灯

各
設
備
、
水
素
ガ
ス
を
充
て
ん

す
る
気
球
の
設
置
、
少
量
危
険

物
、
準
危
険
物
、
特
殊
可
燃
物

応
綴
7
セ
チ
レ

γ
ガ
月
、
液
化

ガ
丸
、
毒
物
貯
蔵
取
扱
い
等
を

行
な
う
場
合
は
、
開
問
け
出
舎
を

提
出
し
て
い
た
だ
く
よ
う
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

少
量
危
険
物
(
ガ
ソ

H
Y
二

十
リ
タ
ト
ル
か
ら
百
リ
ヲ
ト

ル
)
灯
油
百
り
ヲ
ト
ル
か
ら
五

百
リ
ッ
ト
ル
、
重
油
四
百
リ
ッ

ト
ル
か
ら
こ
千

p
ッ
ト
ル
の
貯

蔵
取
扱
い
に
つ
い
て
も
必
ら
ず

届
け
胞
を
す
る
主
と
も
に
定
め

ら
れ
た
設
備
の
も
と
に
こ
れ
を

行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

販
売
業
者
に
於
い
て
は
こ
の

施
設
設
備
等
の
な
い
と
こ
ろ
え

ガ
ソ
リ

γ
の
ド
ラ
ム
缶
売
り
等

夏
季
に
多
発
す
る
赤
縦
、
小

児
マ
ヒ
、
日
本
脳
炎
、
消
化

不
良
症
等
に
対
す
る
予
防
知

識
と
早
期
受
診
の
必
要
性
の

普
及
徹
底
を
は
か
h

ツ
ま
し
ょ

O
 

R
J
 

は
絶
対
行
な
わ
な
い
よ
う
御
注

意
く
だ
さ
い
。

な
お
、
消
防
法
施
行
令
の
改

正
に
よ
り
屋
内
、
屋
外
消
火
栓

自
動
火
災
報
知
設
備
、
電
気
火

災
警
報
様
、
避
難
設
備
等
消
防

設
抽
闘
に
つ
い
て
も
設
置
前
の
届

け
出
を
必
要
主

L
、
こ
の
と
主

に
つ
い
て
は
一
段
と
設
置
義
務

が
強
化
さ
れ
ま
し
た
の
で
該
当

事
項
に
つ
い
て
は
な
る
べ
く
早

〈
設
寵
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
届
け
出
に
つ
い
て

は
消
防
署
に
そ
の
用
紙
が
用
意

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
簡

単
な
も
の
〈
た
き
火
等
)
に
つ

い
て
は
電
話
述
絡
で
も
結
構
で

あ
り
ま
す
の
で
是
非
ど
協
力
く

だ
さ
い
。

万
全
の
予
防
対
策
と
早
期
発

見
、
出
動
に
よ
る
損
害
の
軽
減

に
よ
っ
て
、
住
み
よ
い
、
切
る

い
町
と
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

環
境
衛
生
消
毒

は
え
申
蚊
駆
除

昭
和
四
十
周
年
度
夏
季
環
境

衛
生
消
毒
〈
屋
内
、
屋
外
)
を

次
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

な
お
、
五
月
一
日
号
で
も
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
消
毒
の

際
は
次
の
事
に
注
怠
し
て
く
だ

F
、。
t
L
 

@
一
戸
一
口
を
一
カ
所
だ
け
嗣
聞
け

て
他
は
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

(
二
階
の
部
屋
は
入
口
-
ヵ

所
だ
け
あ
け
他
は
閉
め
て
く

だ
さ
い
。
〉

に
児
章
を
中
心
に
、
戸
一
外
で

大
気
に
親
し
む
機
会
を
つ
く

り
毎
日
の
生
活
の

p
ズ
ム
を

正
し
く
守
る
よ
う
指
導
す
る

いこ》』。
特
に
海
水
浴
.
山
登
り
な

夏

の

健

康

増

進

運

動

六
月
二
十
一
日

1
七
月
二
十
日

二
、
夏
季
一
に
お
い
て
特
に
か
か
ど
の
一
戸
外
運
動
に
つ
い
て
の

り
や
す
い
乳
幼
児
の
疾
病
、
正
し
い
知
識
を
普
及
し
、
事

事
故
を
防
止
し
て
そ
の
健
康
故
発
生
の
抽
出
止
に
努
め
ま
し

を
保
持
す
る
た
め
の
対
策
を
よ
う
。

活
発
に
行
な
う
こ
主
。
一
一
一
、
夏
季
に
お
け
る
食
品
衛
生

ま
た
、
家
庭
で
も
、
主
く
の
出
向
上
に
努
め
各
詩
集
団
給

@
火
気
類
は
使
用
し
な
い
で

く
だ
さ
い
。

@
屋
内
の
小
鳥
、
金
魚
な
ど

は
回
院
外
に
出
し
て
く
だ
さ

、。し
@
消
毒
後
、
効
果
を
あ
げ
る

た
め
二
十
分
程
度
は
そ
の
ま

ま
密
閉
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
絶
対
部
屋
の
中

に
は
入
ら
な
い
で
く
だ
さ

、。
-
W
 

@
屋
外
消
毒
の
燃
は
、
池
に

食
施
設
、
一
般
飲
食
倍
、
生

鮮
食
品
阪
売
館
、
家
庭
の
衛

生
環
境
の
整
備
を
す
す
め
、

伝
染
性
疾
患
食
中
議
の
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

回
、
主
く
に
夏
に
不
足
し
や
す

い
栄
養
.
食
品
の
摂
取
に
努

め
る
よ
う
講
習
会
コ

Y
ク

ー
ル
な
ど
を
開
催
し
て
、
栄

養
改
善
の
指
導
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

五
、
赤
痢
.
日
本
脳
炎
、
小
児

マ
ヒ
な
ど
の
疾
病
を
賎
介
す

る
蚊
、
は
え
、
ね
ず
み
な
ど

の
緩
徐
の
重
姿
伎
町
一
徹
底
、

そ
の
積
極
的
な
実
施
を
推
進

す
る
k
と
も
に
、
生
活
環
境

の
浄
化
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

商
工
会
未
加
入
商
庖
は

早

め

に

加

入

を

グ

最
近
銭
孫
子
町
も
急
激
な
人
我
孫
子
町
に
事
業
所
等
を
有
す

口
増
と
と
も
に
、
商
腐
並
び
に
る
す
べ
て
の
商
工
業
者
が
会
只

各
種
食
業
の
進
出
が
目
立
っ
て
資
格
を
有
し
て
い
ま
す

ν

増
加
し
て
お
れ
γ
ま

す

。

商

工

会

の

主

な

仕

事

は

、

金

商
工
会
に
進
ん
で
加
入
を
申
一
磁
の
あ
っ
せ
ん
、
企
業
診
断
の

込
ま
れ
る
方
も
掛
唱
え
て
お
り
ま
あ
っ
せ
ん
、
そ
の
事
後
指
導
、

す
が
、
未
加
入
の
方
も
多
い
の
綴
簿
記
綬
、
税
務
、
労
仰
、
取

で
加
入
を
お
進
め
い
た
し
ま
引
の
指
潟
、
そ
の
ほ
か
講
習

す
。
商
工
会
は
経
営
の
ロ

γ
サ
会
、
講
演
会
の
開
催
等
各
磁
の

ル
タ
ン
ト
で
あ
り
各
企
業
の
発
業
務
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
前

艮
.
繁
栄
の
た
め
活
用
し
て
い
述
の
主
お
り
商
工
会
は
、
商
工

た
だ
く
団
体
で
も
あ
り
ま
す
。
業
の
総
合
的
な
改
善
発
達
を
図

昭
和
三
十
五
年
に
「
商
工
会
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

の
組
織
等
に
関
す
る
法
律
」
が
企
業
の
繁
栄
に
役
立
て
ら
れ
る

刷
制
定
さ
れ
て
以
来
強
国
な
図
体
普
様
の
組
織
機
関
と
し
て
、
お

主
し
て
生
れ
変
り
、
地
域
地
区
お
い
に
活
用
す
る
と
、
と
も
に
未

の
樹
脂
街
、
商
応
、
各
企
業
の
加
入
商
工
業
者
の
加
入
白
促
進

発
展
と
総
合
的
な
改
善
に
努
力
を
図
る
し
だ
い
で
す
。

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て

フ
タ
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
す
が
、
消
毒
の
際
は
各
班
長

@
洗
濯
物
は
取
り
は
ず
し
て
き
ん
方
と
連
絡
を
と
り
道
先
案

お
い
て
く
だ
さ
い
。
内
な
ど
消
毒
作
業
が
凡
ム

i
ズ

各
突
践
個
体
長
(
区
長
〉
さ
に
運
ば
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た

ん
方
に
は
誠
に
恐
縮
で
は
あ
り
し
ま
す
。

月日 曜日 実施 区域 月日 碩日 実施 区域

6月19日 木 久寺家‘土谷津 7月4日 金 発作、布佐下{上目下}浅間前

長「τ20 金 並木台町会、主主木中台町 月 布佐台

21 土 I或山自治会 8 火 江蔵j也、新木田地自治会

日域社宅山自治会.旭ケ丘 長沼22 9 水 下新木.上新木

|ぷ天函山可ゆ否り7会菱田自治会23 月 10 木 市戸、日秀

火 日新.柴崎 11 金 中墨

水 柴崎 12 土 中E畳

111三萱山 14 月中峠下

30 月 布佐3丁目 15 火 中峠下

7刀1fl 火布佐2了R、本町 16 水 みどり台.湖北台

2 7k 布佐大和田T 仲間了 17 豆L中綜上

一打示 上田I

環境衛生消毒 a程表

清J常事務所が移転しました

f青婦業務についての問い合せは

-
陸
上
記
録
会

我
孫
子
町
内
の
小
中
学
校
児

童
生
徒
に
よ
る
陸
上
競
技
記
録

会
が
去
る
六
月
一
二
日
に
湖
北
中

学
校
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
小
雨
に
も
か
か
わ
ら

ず
日
頃
の
縫
醐
仰
を
競
い
ま
し
た

ま
た
記
録
的
に
も
好
記
録
が
続

出
し
ま
し
た
。
今
後
の
成
長
を

期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

口
出
張
徴
収

税
金
の
出
張
徴
収
を
次
の
日

程
で
行
な
い
ま
す
の
で
ど
利
用

く
だ
さ
い
。

六
月
三
十
日
(
月
)
別
役
場
庁

舎
、
問
問
陽
寺

此
吋
関
は
い
ず
れ
も
午
前
九
時

一
一
一
十
分
か
ら
午
後
凶
時
ま
で
で

す。
ま
た
、
国
民
年
金
の
鵠
け
金

も
受
付
ま
す
の
で
ど
利
用
く
だ

さ
い
。

マ
内
験
の
お
知
ら
せ

セ
ー
タ
ー
機
械
一
樹
内
転
が
あ

り
ま
す
の
で
、
御
希
望
の
方
は

で
き
る
だ
け
何
名
か
の

F
ル
I

ヴ
で
ム
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

内
容
婦
人
物
サ
マ

1
セ
I
タ

単
価
四
百
円
か
ら
千
二

百
円
{
国
間
々
〉

日
収
約
五
百
円
か
ら
八

百
円
程
度

連
絡
先
祖
会
福
祉
協
議
会
内

転
補
導
所

電
話
八
二
局
O
二
一
四 2547脊へ88日

。
三
歳
出
応
検
診

三
歳
児
検
診
を
次
の
と
お
り

行
な
い
ま
す
。

六
月
二
十
六
日
、
布
佐
小
学

校
、
六
月
二
十
七
日
、
中
峠
上

青
年
錦
、
七
月
一
・
二
・
一
一
了

四
日
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
〈
旧
役

場
庁
舎
)

な
お
、
時
間
は
い
ず
れ
も
午

後
一
時
か
ら
一
二
時
ま
で
で
す
。

該
当
者
は
昭
和
田
十
一
年
一

月
一
日
か
ら
昭
和
四
十
一
年
十

二
月
一
二
十
一
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
お
子
様
で
個
人
通
知
で
記
録

用
紙
を
送
付
い
た
し
て
あ
り
ま

す
が
通
知
も
れ
母
方
は
母
子
手

際
を
持
っ
て
最
寄
り
の
会
場
へ

早
め
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

A
V
正
し
い
選
挙
用
鱈

正
し
い
選
挙
用
訟
の
ク
ロ
旦

ワ
1
ド
を
先
般
の
選
挙
時
に
募

集
し
ま
し
た
の
で
そ
の
作
品
を

掲
栽
い
た
し
ま
す
。

右
側
か
ら
寿
二
|
八
ー
一
九

笠
原
真
佐
男
さ
ん
寿
二
|
七

ー
一

O
横
川
際
平
さ
ん
寿

二
i
七
1

一
O
績
山
隊
列
さ

ん

栄

八

一

六

高

悩

茂

吉

ん
中
期
一
四
四
六

l
一
飯
間

勉
さ
ん

(湖北中記録会での走り高とび)

617 

ウ
ロ
ス
ワ
ー
ド




